
詩人 ・石川啄木は明治 40 年 5 月から 約 1 年間、北海道で生活しています。 函館、 札幌、

小樽を放浪し、明治 41 年 １ 月 21 日から上京する 4 月 5 日までの 76日間を釧路で過ごし

ました。今回は啄木の命日の 4 月 13 日に思いを馳せ、 両氏が特別対談を行います。 
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公開対談

小田島本有

釧路文学館 （釧路市中央図書館 ６F）

休館日 ： 毎週月曜日(祝日除く )、館内整理日(毎月最終金曜日)、年末年始(12/29 ～ 1/3)

公式WEBサイト

〒０８５-００１５　釧路市北大通１０丁目２番地 TEL. 0154-64-1740

開館時間　:　９ ： 3０～１９ ： ３０ （入館料無料）

釧路市中央図書館

2024 年

開催時刻

開催場所

80名定　　員

参加無料・お申込は釧路文学館に直接
叉はお電話 (0154-64-1740) 下さい叉はお電話 (0154-64-1740)

7階多目的ホール

4 [日 ]月14 日

13 :30 - 15 :00

石川啄木と共に、
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啄木研究者 釧路啄木会会長

北畠 立朴氏

主な著書

『釧路時代　啄木をめぐる女性たち』

『啄木に魅せられて』

文芸評論家
釧路工業高等専門学校 名誉教授

小田島 本有氏

主な著書

『釧路から～国語教師からのメッセージ～』

『三浦綾子論　その現代的意義』
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